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安衛豆知識安衛豆知識

　急ぎや焦りの気持ちが強くなると、ささいなことでイライラして、冷静な判断ができなくなったり、
相手を思いやる余裕が失われてしまいます。そのため、スピードの出し過ぎや、車間距離をつめ
る、一時停止の必要な場所で一時停止をしないといった危険な運転につながりやすくなります。
急ぎや焦りを抑えるためには、時間にゆとりを持たせることが大切です。道路がいつもより混雑
することが予想される時期は特に注意して、できるだけ早目に出発など、余裕のある走行に心が

けましょう。ご安全に！！

　

常に冷静な気持ちで運転を！

｢冷静な運転｣は
ヨイカ！ヨシ！

｢冷静な運転｣は
ヨイカ！ヨシ！
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■凍結･降雪による交通事故発生状況
(平成24年 1月23日午後 6:00～ 1月24日　午前 8:30の間)

◇　安全な速度と十分な車間距離～凍結路での制動距離は、乾燥時の６倍以上。

　気温低下時は、安全な速度で十分な車間距離をとりましょう。

◇　「急」のつく運転をしない～急ブレーキ、急ハンドル、急発進・急加速はス

リップ事故の原因です。「急」のつく運転はやめましょう。

◇　特に注意～前日･前夜、降雨があった場合は路面凍結を予想した運転を。通勤

路等の危険箇所を事前にチェックしましょう。

◇　必要に応じて冬用タイヤやタイヤチェーンを装着しましょう。
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今年は｢辰｣年です！

一年の｢災害ゼロ｣
を目指し
ヨイカ！ヨシ！

　　　　　　　
　　　　　　　○　日陰、坂道、トンネルの出入り口、橋の上、山道は常に注意
　　　　　　　○　降雨により濡れた路面は翌朝、特に注意
　　　　　　　○　降雪後数日は、場所によっては残雪や雪解け水による
　　　　　　　　　路面凍結に注意
　　

○安全な速度と十分な車間距離
凍結路での制動距離は、乾燥時の約４倍以上。安全な速度と十分な車間距離をとりましょう。
○「急」のつく運転をしない
急ブレーキ、急ハンドル、急加速、急減速はスリップ事故の原因です。
○予測運転
天候、気温等から路面凍結を予測した運転を心掛けましょう。
○車の冬支度
必要に応じスタッドレスタイヤ、タイヤチェーン等の装着をしましょう。
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止まりません!
どこに行くの？


